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第10回　山　田杯順位表
（◎大会新）

1 �霜i‾禾　　霧 �田 ブコ �5°6 �辞馬県庁 �◎2時間02分20秒 

2 �横　山　忠　男 �田 ブコ �29 �桐生走ろう会 �2時間10分35秒 

3 �佐　藤　昭　則 �田 ブコ �30 �十日町地域消防署 �2時間18分08秒 

4 �百　村　　　芋 �男 �40 �独走快汗 �2時間21分55秒 

5 �吉　田　浩　久 �男 �27 �プリバリーズ �2時間21分59秒 

6 �林　　　幸　男 �田 ブコ �25 �辞馬県邑楽郡邑楽町 �2時間24分44秒 

7 �江　連　敏　夫 �田 ブコ �42 �栃木市役所 �2時間30分31秒 

8 �山　田　　　豊 �田 ブコ �52 �沼田山岳会 �2時間32分42秒 

9 �粕　川　嘉久治 �男 �48 �群馬県勢多郡新里村 �2時間32分59秒 

10 �山　田　勇　一 �男 �31 �黒田精工A．C �2時間33分36秒 

11 �松　本　博　明 �田 ブコ �43 �玉村クラブ �2時間35分09秒 

12 �石　井　龍　男 �男 �47 �千葉OLK �2時間35分41秒 

13 �加　藤　揚　子 �女 �37 �沼田山岳会 �2時間40分35秒 

14 �飯　田　祐　治 �田 ブコ �43 �誕生会 �2時間43分29秒 

15 �金　丸　達　也 �田 ブコ �25 �信越化学山岳部 �2時間46分04秒 

16 �谷　中　博　史 �田 ブコ �50 �若葉グリーンメイト �2時間52分41秒 

17 �菊　池　英　智 �男 �28 �太田山岳会 �2時間53分10秒 

18 �柳　　　　　勝 �男 �33 �太田市役所山岳部 �2時間57分21秒 

19 �法領田　　　恵 �女 �39 �藤岡市立日野束小学校 �2時間59分35秒 

20 �横　山　善　雄 �男 �52 �県立高崎工業高校 �3時間00分25秒 

21 �若　本　雅　史 �田 ブコ �36 �伊勢崎山岳会 �3時間00分49秒 

22 �西　尾　真　治 �田 ブコ �28 �KWV三田会 �3時間01分19秒 

23 �女　屋　寿美子 �女 �46 �轄馬県前橋市 �3時間01分26秒 

24 �デニス＝オコーネ）レ �田 ブコ �31 �東京都青梅市 �3時間02分15秒 

25 �小　倉　　　浩 �田 ブコ �31 �エスエムアールニット �3時間03分35秒 

26 �山　下　冨　也 �男 �53 �桐生走ろう会 �3時間07分37秒 

27 �石　井　和　徳 �田 ブコ �37 �藤岡ゆっくり走ろう会 �3時間08分34秒 

28 �井　下　隆　弘 �田 ブコ �45 �伊勢崎山岳会 �3時間10分15秒 

29 �大　谷　俊　行 �男 �42 �大泉町役場 �3時間10分31秒 

30 �大　堀　　　努 �田 ブコ �34 �神奈川県小田原市 �3時間10分33秒 

第10　回 枝賞順位表

1 �星　野　裕　樹 �田 ブコ �壬‾i壱 �新潟県立十日町高校 �2時間29分04秒 

2 �樋　口　吉　和 �男 �16 �新潟県立十日町高校 �2時間30分14秒 

3 �松　本　　　健 �男 �18 �県立高崎工業高校 �2時間33分45秒 

4 �柏　崎　正　太 �田 ブコ �15 �新潟県立十日町高校 �2時間42分06秒 

5 �斉　藤　雅　哉 �男 �16 �新潟県立十日町高校 �2時間42分25秒 
6 �野　上　幸　寿 �男 �17 �新潟県立十日町高校 �2時間45分02秒 
7 �渡　辺　幸　一 �男 �17 �県立安中実業高校 �2時間55分37秒 

8 �角　田　寛　之 �田 ブコ �18 �県立沼田高校 �2時間55分38秒 

9 �有　閑　伴　和 �男 �16 �県立高崎工業高校 �2時間55分47秒 

10 �高　橋　勇　太 �男 �17 �県立高崎工業高校 �2時間57分56秒 

11 �沢　田　朗　一 �田 ブコ �17 �県立高崎工業高校 �2時間57分59秒 

12 �池　田　祥　子 �女 �15 �新潟県立十日町高校 �3時間04分17秒 
13 �須　藤　俊　英 �男 �16 �県立高崎工業高校 �3時間09分17秒 

14 �小此木　絵　里 �女 �16 �高崎経済大学附属高校 �3時間11分11秒 
15 �奥　木　香奈子 �女 �17 �県立吾妻高校 �3時間13分47秒 

16 �俵　山　真　一 �田 ブコ �18 �新潟県立十日町高校 �3時間16分52秒 

17 �星　野　　　学 �男 �17 �県立高崎工業高校 �3時間17分35秒 

18 �上　村　弥　生 �男 �16 �県立高崎工業高校 �3時間18分38秒 

19 �田　中　康　之 �田 ブコ �17 �県立利根実業高校 �3時間22分40秒 

20 �大　友　　　渓 �男 �17 �県立渋川高校 �3時間25分02秒 

21 �角　田　稚　恵 �女 �18 �県立吾妻高校 �3時間25分22秒 

22 �斉　藤　　　大 �田 ブコ �16 �県立渋川高校 �3時間41分06秒 

23 �鈴　木　功　治 �田 ブコ �17 �県立渋川高校 �3時間41分17秒 

24 �木　村　聡　嗣 �男 �15 �県立利根実業高校 �3時間44分44秒 

25 �廣　岡　創太郎 �田 ブコ �16 �県立高崎工業高校 �3時間46分25秒 

26 �高　橋　裕　幸 �田 ブコ �18 �県立高崎工業高校 �3時間48分31秒 

27 �竹　渕　友　弥 �田 ブコ �16 �県立渋川高校 �3時間53分52秒 

28 �早　野　真　理 �女 �17 �県立渋IIi女子高校 �3時間55分32秒 

29 �木　暮　正　裕 �田 ブコ �15 �県立利根実業高校 �3時間57分10秒 

30 �柳　沢　大　輔 �田 ブコ �16 �県立高崎工業高校 �3時間57分16秒 
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第23回登山大会は稀にみる無風快晴の好条件のもとに吾妻郡高山村で開催された。今大会は一般参加153

名、役員52名の総勢205名の大会となった。
一般向きAコースおよび健脚向きBコース共に中ノ岳のコルまで同じコースをとるため、Aコース隊が8時、

Bコース隊は30分遅れで出発となった。この目は終始好天に恵まれ、小野子山周辺の紅葉と山頂付近からの

眺望を満喫した。また、閉会式場では、温かい豚汁も振る舞われた。閉会式は、各コースの到着時間のずれの

ため、それぞれのコース隊ごとに挙行され、無事に午後3時30分には終了した。
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ヰ
男
子
　
総
合
六
位
入
賞
‥

態
醇
齢
㊧
㈱
国
織
田
雷
蔵
醸
塞

国
体
委
員
長
　
角
田
二
三
男

去
る
十
月
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
四
回
熊
本
み
ら
い
国
体
秋
季
大
会
山

岳
競
技
会
に
お
い
て
、
群
馬
県
は
成
年
男
女
。
少
年
男
女
と
フ
ル
出
場
を
果
た
し
、

各
種
別
と
も
そ
れ
ぞ
れ
種
目
で
入
賞
、
成
年
女
子
と
少
年
男
子
は
総
合
入
賞
と
い
う

好
成
績
を
収
め
た
。
以
下
、
筒
単
に
経
過
と
結
果
を
報
告
す
る
。

七
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
、
成
年
女
子
。
少
年
男
女
が
す
べ
て
一
位
で
本
国

体
出
場
権
を
獲
得
、
ス
ト
レ
ー
ト
出
場
の
成
年
男
子
と
合
わ
せ
て
全
種
別
の
出
場
が

決
ま
っ
た
。

八
月
の
中
包
に
成
年
男
女
、
下
向
に
少
年
男
女
が
第
一
回
目
の
現
地
合
宿
を
実
施

した。九
月
に
は
盛
大
な
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、
星
野
会
長
以
下
、
四
十
名
と
い
う
多
く

の
皆
様
に
物
心
両
面
に
わ
た
る
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
と
き
鏑
木
は
縦
走
の
優

勝
を
宣
言
、
ま
た
、
成
年
女
子
の
法
領
田
も
元
気
な
と
こ
ろ
を
．
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

十
月
の
山
田
昇
杯
で
は
各
選
手
と
も
好
調
で
、
鏑
木
は
新
記
録
で
連
続
優
勝
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
成
績
を
上
げ
、
順
調
に
仕
上
が
り
、
期
待
も
膨
ら
ん
だ
。

十
月
中
包
に
そ
れ
ぞ
れ
第
二
回
目
の
現
地
合
宿
を
実
施
し
て
本
番
に
備
え
た
が
、

成
年
は
勤
務
の
都
合
で
全
員
参
加
と
は
い
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
熊
本
と
い
う
遠
隔

地
の
た
め
、
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
経
費
と
時
間
を
何
と
か
や
り
く
り
し
て
出
来

る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て
本
番
に
臨
ん
だ
。

踏
査
は
も
と
も
と
得
意
種
目
で
あ
っ
た

の
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
強
化
と
も
う

一
人
走
れ
る
選
手
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

今
年
度
、
ラ
ン
ナ
ー
の
二
人
目
と
し

て
横
山
を
加
え
、
縦
走
で
は
優
勝
を
狙

う
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
大
山
以
外
は
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
未
経
験
者
な
の
で
、
そ

こ
も
重
点
的
に
強
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
縦
走
で
優
勝
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
が
、
踏
査
で
は
読
図
の

失
敗
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
力
不
足
で
、

予
想
外
の
不
成
績
で
あ
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
走
力
は
こ
の

ま
ま
維
持
し
、
踏
査
は
確
実
性
を
増
し
、

再
度
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
強
化
す
る
こ
と
。

来
年
の
見
通
し
は
、
新
人
　
（
林
）
　
の

加
入
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
出
来
上
が
り

具
合
に
よ
り
入
賞
可
能
で
あ
る
。

今
年
度
、
昨
年
の
三
選
手
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
一
身
上
の
都
合
で
一
人
欠

け
、
急
遽
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
加
藤
を
入
れ
て
関
プ
ロ
に
臨
ん
だ
。

加
藤
は
走
る
こ
と
も
で
き
、
辞
馬
は
圧

倒
的
な
強
さ
で
関
プ
ロ
を
通
過
、
熊
本

に
向
け
て
強
化
を
再
開
。
総
合
入
賞
を

狙
い
う
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。

そ
の
結
果
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
二
位

に
入
っ
た
が
、
法
領
田
が
競
技
中
の
接

触
事
故
で
怪
我
を
し
た
た
め
、
得
意
の

走
力
を
発
揮
で
き
ず
、
辛
う
じ
て
総
合

で
八
位
に
入
賞
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。

今
後
、
加
藤
が
引
き
続
き
加
わ
っ
て

く
れ
る
見
通
し
な
の
で
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

強
化
し
て
お
け
ば
、
来
年
も
入
賞
で
き

る。

◎
大
会
日
程

十
月
二
十
三
日
㊤
　
開
始
式

十
月
二
十
四
日
㈲
⊥
一
十
六
日
㈹

競
　
技

十
月
二
十
七
日
㈱
　
表
彰
式

成
績
お
よ
び
選
手
団
は
次
の
通
り
。

◆
成
年
男
子

総
合
　
第
二
十
七
位

○
縦
走
　
第
一
位
　
（
入
賞
）

（
鏑
木
二
位
、
横
山
四
位
）

○
踏
査
　
第
三
十
七
位

○
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
第
四
十
位

監
督
　
山
田
　
豊
　
（
沼
田
山
岳
会
）

選
手
　
大
山
洋
次
　
（
墳
町
山
の
会
）

鏑
木
　
毅
　
（
轄
馬
県
庁
）

横
山
忠
男
　
（
吉
野
工
業
）

昨
年
度
、
鏑
木
の
加
入
に
よ
り
走
力

が
向
上
、
縦
走
に
手
応
え
を
感
じ
た
。

◆
成
年
女
子

総
合
　
第
八
位
　
（
入
賞
、
5
点
）

○
縦
走
　
第
十
一
位

○
踏
査
　
第
十
一
位

○
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
第
二
位
（
入
賞
）

監
督
　
水
野
金
太
郎
　
（
沼
田
）

選
手
　
法
領
田
恵
　
（
藤
岡
日
野
小
）

女
屋
寿
美
子
　
（
前
橋
）

加
藤
揚
子
　
（
沼
田
山
岳
会
）

昨
年
度
、
三
選
手
の
足
並
み
は
比
較

的
そ
ろ
っ
て
い
た
が
、
得
意
の
縦
走
で

勝
て
ず
関
東
の
壁
を
破
れ
な
か
っ
た
。

他
県
は
走
力
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
優
れ

て
い
た
。

◆
少
年
男
子

総
合
　
第
六
位
　
（
入
賞
、
1
0
点
）

○
縦
走
　
第
十
二
位

○
踏
査
　
第
四
位
　
（
入
賞
）

（
踏
査
点
満
点
）

今
年
度
、
三
人
が
県
予
選
で
圧
倒
的

な
強
さ
、
そ
れ
も
例
年
一
位
以
上
の
タ

イ
ム
を
記
録
、
幸
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
た
。

関
プ
ロ
で
は
得
意
の
踏
査
以
上
に
縦

走
で
力
を
発
揮
　
〈
安
中
実
業
の
渡
辺
は

個
人
で
一
位
）
、
総
合
一
位
で
通
過
し

た
。
と
に
か
く
三
人
は
一
シ
ー
ズ
ン
で

格
段
に
強
く
な
っ
た
。
熊
本
で
は
二
回

し
か
合
宿
出
来
な
か
っ
た
が
、
入
賞
の

見
込
み
は
あ
っ
た
。

本
番
で
は
踏
査
で
四
位
　
（
読
図
は
満

点
）
、
縦
走
は
故
障
者
が
出
た
こ
と
と
他

県
は
陸
上
競
技
の
選
手
を
揃
え
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
上
位
に
食
い
込
め
な
か

っ
た
。
総
合
で
六
位
、
得
点
1
0
点
は
良

く
で
き
た
と
褒
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
や
や
残
念
な
気
持
ち
も
残
る
。

来
年
度
は
、
今
年
の
三
人
が
卒
業
、

以
下
未
知
数
の
点
が
多
い
が
、
高
崎
工

業
を
中
心
に
か
な
り
走
り
込
ん
で
い
る

の
で
、
ま
た
他
校
に
も
速
い
の
か
い
る

の
で
、
今
年
ぐ
ら
い
に
は
行
け
る
可
能

性
を
秘
め
て
お
り
、
楽
し
み
で
は
あ
る
。

監
督
　
戸
丸

選
手
　
角
田

渡
辺

松
本

善
和
　
（
沼
田
高
教
）

寛
之
　
（
沼
田
高
3
）

幸
一
（
安
実
高
3
）

建
　
（
商
工
高
3
）

昨
年
度
、
関
プ
ロ
で
は
走
力
で
負
け

た
。
埼
玉
は
陸
上
競
技
の
選
手
で
圧
倒

的
な
速
さ
だ
っ
た
。
醇
馬
は
踏
査
に
は

自
信
が
あ
る
の
で
、
い
つ
も
縦
走
が
課

題
で
あ
る
。
負
け
た
二
年
生
は
、
そ
れ

を
起
爆
剤
と
し
て
冬
の
問
に
鍛
え
た
。

◆
少
年
女
子

総
合
　
第
九
位

○
縦
走
　
第
十
二
位

○
踏
査
　
第
六
位
　
〈
入
賞
）

（
踏
査
点
満
点
）

監
督
　
小
屋
冨
美
子
　
（
高
縫
付
教
）

選
手
　
角
田
　
稚
恵
　
（
吾
妻
高
3
）

小
此
木
絵
里
　
（
高
縫
付
2
）

奥
木
香
奈
子
　
（
吾
妻
高
2
）
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まんぐ畠山

昨
年
度
、
関
東
を
二
位
で
通
過
、
神
奈

川
で
も
そ
こ
そ
こ
の
成
果
を
あ
げ
た
。

そ
の
時
の
2
年
生
の
角
田
　
（
吾
妻
）
　
が

さ
ら
に
強
く
な
っ
て
き
た
。

今
年
度
、
3
年
生
に
な
っ
た
角
田
が

チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
2
年
生
の
二
人

が
成
長
し
た
。

関
プ
ロ
で
は
得
意
の
踏
査
は
も
と
よ

り
縦
走
で
も
圧
倒
的
一
位
、
文
句
な
し

に
通
過
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
後
に
一
人

入
れ
替
え
た
が
、
入
れ
替
え
ら
れ
る
余

裕
　
（
層
の
厚
さ
）
　
が
あ
っ
た
。

本
番
で
は
踏
査
が
六
位
　
（
読
図
は
満

点
）
　
に
入
っ
た
が
、
縦
走
は
上
位
に
食

い
込
め
な
か
っ
た
。
総
合
で
惜
し
く
も

九
位
、
あ
と
一
歩
で
あ
っ
た
。
男
子
同

様
、
よ
く
出
来
た
と
褒
め
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
や
は
り
残
念
な
気
持
ち
が

残る。今
後
、
残
る
二
年
生
二
人
を
中
心
に

強
化
し
て
行
き
た
い
。

ら
に
平
成
十
四
年
度
の
高
知
国
体
で
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
導
入
に
向
け
て
普
及
活

動
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
県
央
部
に
ぜ
ひ
ボ
ー
ド
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
選

手
・
監
督
・
強
化
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
関
係
各
位
の

多
岐
に
わ
た
る
ご
支
援
に
感
謝
し
て
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◇
男
女
総
合
　
（
天
皇
杯
）

第
十
位
　
（
得
点
1
5
点
）

◇
女
子
総
合第

十
四
位
　
（
得
点
5
点
）

◎
来
年
に
向
け
て

成
年
は
、
他
県
で
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
選
手
が
い
る
こ
と
も
あ
り
、
十
分
に

走
り
込
み
、
男
子
は
特
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
強
化
し
た
い
。

少
年
も
走
力
を
鍛
え
る
こ
と
と
、
さ

『
国
体
に
参
加
し
て
』

安
中
実
業
高
校
3
年
　
渡
辺
幸
一

去
年
、
本
国
体
に
参
加
で
き
ず
と
て

も
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
今
回
、
そ
の

悔
し
さ
を
関
プ
ロ
に
ぶ
つ
け
た
。
関
プ

ロ
を
通
過
し
た
時
は
、
と
て
も
感
動
し

国
体
に
参
加
で
き
る
喜
び
で
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
。

全
国
大
会
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
楽
し
み
も
あ
っ
た
が
と
て

も
不
安
だ
っ
た
。
下
見
に
行
っ
て
他
の

県
を
見
て
い
る
と
、
体
力
が
す
ご
く
タ

イ
ム
も
速
そ
う
だ
っ
た
。
国
体
ま
で
の

日
数
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
で
き
る

だ
け
の
努
力
を
し
た
。

国
体
本
番
は
、
直
前
の
下
見
の
合
宿

後
、
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
。
合
宿
と
国
体

本
番
で
十
二
日
間
と
い
う
長
い
遠
征
に

な
っ
た
。
大
会
は
三
日
間
だ
っ
た
。
僕

は
一
日
目
の
縦
走
と
二
日
目
の
踏
査
に

出
場
す
る
予
定
だ
っ
た
。
一
日
目
の
縦

走
で
は
周
り
の
ペ
ー
ス
に
惑
わ
さ
れ
、

納
得
で
き
る
結
果
は
出
せ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
監
督
か
ら
三
日
目
の
縦
走
に
出

場
し
て
、
そ
こ
で
も
う
一
度
自
分
の
力

を
発
揮
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
出
場
種

目
を
変
更
し
た
。
二
日
目
の
踏
査
で
は

四
位
に
な
っ
た
の
で
、
い
っ
そ
う
緊
張

し
て
し
ま
っ
た
。
三
日
目
の
縦
走
で
は

自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
走
っ
た
が
、

順
位
は
あ
ま
り
伸
び
ず
少
し
残
念
だ
っ

た
。
で
も
、
総
合
で
六
位
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

本
国
体
に
出
場
で
き
て
、
あ
ら
た
め

て
い
い
経
験
が
で
き
た
と
思
う
。
是
非

こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

方
々
の
支
え
が
な
か
っ
た
ら
絶
対
無
理

だ
っ
た
と
思
う
。

本
国
体
は
や
は
り
関
プ
ロ
と
は
違
い
、

か
な
り
レ
ベ
ル
が
高
く
、
特
に
縦
走
の

ス
ピ
ー
ド
は
け
た
違
い
の
も
の
が
あ
り
、

自
分
の
力
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
出
す
の
も

無
理
た
っ
た
の
が
悔
し
か
っ
た
。
し
か

も
僕
と
沼
南
・
角
田
は
捻
挫
を
し
て
し

ま
い
不
調
で
、
安
実
・
渡
辺
も
今
ひ
と

つ
た
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。
で
も
こ

の
三
人
で
出
場
で
き
た
こ
と
は
一
生
の

思
い
出
に
な
る
と
思
う
。

『
食
材
の
裏
に
秘
め
た
力
』

沼
田
高
校
3
年
　
角
田
寛
之

国
体
の
合
宿
中
に
残
っ
た
思
い
出
は
、

み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
た
手
作
り
の
食

事
だ
と
思
う
。
食
事
は
ほ
と
ん
ど
が
自

炊
で
、
先
生
も
選
手
も
関
係
な
く
協
力

し
て
作
っ
た
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
と
思

う
。
ス
ー
パ
ー
に
買
い
出
し
に
行
っ
た

時
も
、
い
か
に
い
い
食
材
を
選
ぶ
の
か

全
員
で
必
死
に
値
段
と
争
い
な
が
ら
選

び
出
し
て
い
っ
た
の
か
印
象
深
い
。
熊

本
で
お
い
し
か
っ
た
の
は
　
『
馬
刺
し
』

と
『
い
き
な
り
だ
ん
ご
』
（
中
に
あ
ん
こ

と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
入
っ
て
い
る
団
子
）

だ
っ
た
。
こ
う
い
う
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
頑
張

れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
や
っ
ぱ
り

一
番
の
力
の
源
は
、
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
先
生
方
や
国
体
選
手
全
員
の
醇
馬

魂
が
燃
え
上
が
っ
た
か
ら
だ
。
轄
馬

チ
ー
ム
最
高
！

『
国
体
に
参
加
し
て
』

高
崎
工
業
高
校
3
年
　
松
本
　
建

僕
に
と
っ
て
国
体
は
夢
の
よ
う
で
あ

り
、
出
場
で
き
た
だ
け
で
も
満
足
た
っ

た
の
に
踏
査
四
位
、
総
合
六
位
と
い
う

結
果
は
充
分
す
ぎ
だ
と
思
う
。
昨
年
は

関
プ
ロ
で
自
分
た
ち
の
体
力
の
な
さ
を

悔
や
み
、
苦
い
思
い
を
し
た
の
で
、
今

年
こ
そ
は
関
東
を
突
破
し
て
や
る
ぞ
と

気
合
い
を
入
れ
て
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
自

分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
が
一
位
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
本
当
に
驚
い
た
。

そ
し
て
本
国
体
出
場
。
こ
こ
ま
で
進

ん
で
来
ら
れ
た
の
も
、
皆
の
力
が
一
つ

に
な
っ
て
こ
そ
出
来
た
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
し
て
何
よ
り
先
生
方
や
山
岳
連
盟
の
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まんぐ畠山

：
，
≡
　
≡
　
”
十
　
日
。
”
…
一
　
　
　
　
　
　
　
m
l

一
、
は
じ
め
に

「
コ
ン
パ
ス
と
地
図
を
使
っ
て
、
遠

く
に
見
え
る
山
の
名
前
が
分
か
っ
た
時

の
嬉
し
さ
は
格
別
で
し
た
。
」

「
今
ま
で
は
、
た
だ
登
っ
て
お
昼
を

食
べ
て
と
い
う
山
登
り
だ
っ
た
が
、
登

山
教
室
に
参
加
し
て
み
て
、
違
う
楽
し

み
が
加
わ
っ
た
。
」

こ
れ
は
、
今
回
の
登
山
教
室
が
終
了

し
た
と
き
に
寄
せ
ら
れ
た
参
加
者
の
感

想
の
ご
く
一
部
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
轄
馬
県
山
岳
連
盟
の
登
山
教
室

は
、
そ
の
目
的
と
す
る
　
「
安
全
で
楽
し

い
登
山
の
た
め
の
基
本
的
な
知
識
と
技

術
を
習
得
す
る
」
　
と
い
う
趣
意
を
、
い

ま
徐
々
に
達
成
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

二
、
中
高
年
者
登
山
の
実
態

近
年
、
中
高
年
登
山
者
を
主
体
と
し

た
登
山
は
空
前
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

活
況
を
呈
し
て
お
り
、
山
に
入
れ
ば
中

高
年
者
ば
か
り
と
い
う
風
説
さ
え
生
ま

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
伴
っ
て
山

で
の
遭
難
事
故
も
ま
た
増
え
つ
づ
け
、

昨
年
　
〈
九
九
年
）
　
の
警
察
庁
の
ま
と
め

に
よ
れ
ば
、
一
九
六
一
年
以
降
は
じ
め

て
一
〇
〇
〇
件
を
超
え
た
と
い
う
。
ま

た
、
事
故
に
遭
っ
た
一
三
四
一
人
の
う

ち
、
四
十
歳
以
上
の
中
高
年
者
は
一
〇

指
導
委
員
会
副
委
員
長
　
日
向
野
克
己

二
三
人
で
、
こ
れ
は
全
体
の
七
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
。
事
故
の
形
態
は
、

道
迷
い
、
滑
落
、
転
倒
が
多
く
、
合
わ

せ
て
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
事
故
防
止
策
が
叫
ば
れ
る
が
、

本
来
山
に
入
る
こ
と
は
特
別
の
山
域
、

時
期
に
限
っ
て
条
例
な
ど
に
よ
る
規
制

を
設
け
て
い
る
山
以
外
は
自
由
で
あ
る

の
で
、
な
か
な
か
徹
底
さ
れ
な
い
憾
み

が
あ
る
。

事
故
の
原
因
は
、
体
力
不
足
、
技
術

不
足
、
あ
る
い
は
気
象
判
断
の
誤
り
、

装
備
の
不
備
、
経
験
不
足
な
ど
、
登
山

の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
欠
い
た
事

例
が
多
い
。
ほ
ん
の
初
歩
的
な
技
術
さ

え
身
に
つ
け
て
い
た
ら
、
あ
た
ら
生
命

ま
で
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

に
、
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
昨
今
の
事
例

か
ら
も
分
か
る
。

三
、
登
山
教
室
の
概
要

一
九
九
九
年
度
　
（
平
成
十
一
年
度
）

の
登
山
教
室
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
な

背
景
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
例
年
通

り
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

実
施
時
期
は
、
九
月
三
日
よ
り
九
月

二
十
六
日
ま
で
の
問
、
机
上
講
座
三
回
、

実
技
登
山
二
回
の
計
五
回
で
あ
る
。
今

回
の
机
上
講
座
は
、
読
図
、
テ
ー
ピ
ン

グ
、
気
象
。
実
技
登
山
は
、
赤
城
山

（
長
七
郎
山
・
地
蔵
岳
）
、
庚
申
山
の
二

座
で
、
中
級
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
庚

申
山
の
山
荘
を
使
っ
て
の
一
泊
二
日
の

日
程
と
し
た
。

机
上
講
習
は
、
群
馬
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
市
）
　
を
使
用
。
時
間
は

勤
務
し
て
い
る
人
た
ち
を
考
慮
し
て
、

夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
と
し
た
。

実
技
登
山
は
二
回
と
も
日
曜
日
　
（
中

級
は
土
曜
日
も
含
む
）
　
に
設
定
。
こ
れ

も
勤
務
者
の
都
合
を
考
え
て
の
日
程
で

ある。今
回
の
指
導
内
容
の
重
点
項
目
は
次

の
通
り
で
、
こ
れ
は
机
上
講
習
の
他
に
、

実
技
登
山
を
実
施
す
る
中
で
、
全
日
程

の
中
に
組
み
込
ん
で
総
合
的
に
指
導
さ

れ
た
内
容
の
項
目
で
あ
る
。

○
歩
行
技
術
（
ポ
ー
ル
の
使
用
も
含
む
）

○
読
図
　
（
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
）

○
装
備
　
（
そ
の
有
効
な
使
用
法
）

○
気
象
　
（
天
気
図
・
観
天
望
気
）

○
救
急
措
置
　
（
救
急
法
・
テ
ー
ピ
ン

グ
・
危
機
回
避
・
救
助
法
）

○
マ
ナ
ー
（
環
境
保
護
も
含
め
て
）

○
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
（
自
己
確
保
中
心
に
）

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
（
日
常
的
な
方
法
）

四
、
運
営
。
指
導
体
制
に
つ
い
て

運
営
・
指
導
は
、
山
岳
連
盟
指
導
委

員
会
の
指
導
部
　
（
一
般
部
）
　
が
あ
た
っ

て
い
る
が
、
す
べ
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

の
資
格
を
持
っ
た
者
十
五
名
ほ
ど
。

今
年
度
も
新
た
に
C
級
の
資
格
を
取

っ
た
者
が
こ
れ
に
参
加
し
、
恒
久
的
な

指
導
体
制
を
確
保
す
る
上
で
の
見
通
し

と
い
う
点
か
ら
も
好
ま
し
い
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

実
技
登
山
は
、
全
て
班
編
成
と
し
、

一
班
十
名
か
ら
十
五
名
で
行
動
。
一
班

に
二
、
三
名
の
指
導
員
を
配
置
し
て
い

る
。
こ
の
班
ご
と
に
前
記
項
目
を
指
導

員
の
裁
量
に
よ
っ
て
全
行
程
の
中
で
指

導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

登
山
は
、
本
来
集
団
行
動
で
行
う
に

は
適
さ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
が
、
こ

の
種
の
講
習
で
は
ど
う
し
て
も
あ
る
人

数
を
ま
と
め
て
実
施
す
る
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
、
こ
の
兼
ね
合
い
か

ら
、
少
人
数
の
班
編
制
は
適
当
な
方
法

と
し
て
定
着
し
た
感
が
あ
る
。

五
、
ま
と
め
“
今
後
の
課
題

前
年
九
八
年
度
の
課
題
と
し
て
、
受

講
者
を
そ
の
経
験
の
度
合
い
に
よ
っ
て

二
つ
乃
至
三
つ
に
分
け
る
と
い
う
課
題

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の

手
始
め
と
い
う
事
で
、
初
級
・
中
級
の

二
つ
に
分
け
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

受
講
者
の
自
己
申
告
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
違
い
は
、
一
泊
二
目
の
山
小
屋
泊

ま
り
が
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

結
果
は
う
ま
く
行
き
、
人
数
的
に
も

こ
ち
ら
か
ら
の
調
整
は
必
要
と
し
な
い

よ
う
な
適
正
配
置
と
な
っ
た
。

中
級
に
参
加
し
た
人
の
感
想
は
、
い

ま
ま
で
数
多
く
の
講
習
に
参
加
し
て
き

た
の
で
、
も
う
一
ラ
ン
ク
上
の
高
度
な

指
導
を
受
け
た
か
っ
た
の
で
満
足
し
た

と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ラ
ン
ク
づ
け
は
、
指
導
者
側
に

と
っ
て
も
効
率
面
で
好
評
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
講
習
の
主
旨
か
ら
言
え
ば
、

登
山
教
室
は
あ
く
ま
で
も
初
心
者
の
啓

蒙
に
徹
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
こ
の
意
味
か
ら
言
え
ば
初
級
の
み

に
し
て
基
本
を
よ
り
多
く
の
人
に
指
導

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
ま

た
次
に
論
議
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

読
図
、
テ
ー
ピ
ン
グ
、
気
象
知
識
、

救
急
法
な
ど
、
毎
回
受
講
者
に
は
好
評

だ
が
、
山
で
は
新
し
く
覚
え
た
知
識
・

技
術
が
次
の
山
行
に
す
ぐ
役
立
つ
と
言

う
即
効
性
、
実
利
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

講
習
を
終
了
し
、
地
元
の
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
に
、
習
得
し
た
知
識
や
技

術
を
教
え
る
自
信
が
湧
い
た
と
い
う
人

も
い
た
が
、
こ
う
し
た
伝
達
講
習
的
な

輪
が
広
が
り
、
未
組
織
の
登
山
者
に
も

啓
蒙
の
波
が
及
ん
で
行
く
な
ら
ば
、
そ

こ
に
こ
そ
こ
の
登
山
教
室
の
目
的
は
達

せ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
早
い
時
期
に
そ
う
な
る
こ
と
を

強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。
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鴫の店　ドライバ■レストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278臆53”2053

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、野　園　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278－53－2749　温室　TEL。FAX　0278－53－3987

努診「麗二薮I捗「麗鯵錠I霞園
沼田高上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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墓 火丁 篭 専 門　店

．器　璃
2　3　－88　6　7
4　3－　0　2　7　0

群馬なすびの会会員

電話、弱電工事

薮竃灘棚強酸
〒379－2223

佐波郡東相乗小保方252

℡　0270－62－2012

溺愁 �中二子　　　細賀軍「∴∴ ���� � �簿叢 �謡器隷繋紫議轟翁謀議 

∴∵　「 ���懸撥畷 �r：∴ �綴綴 �瑳綴綴 � ����� � �庫聞寧泳絡ま泰嘉一軸＿讃灘懸灘 
′、緩鶏発 　言∴ 報　　　　　畷 ��� �畷綴綴綴綴※綴緩緩鶉 ��� � � � �� � � �∴／－111－1－1強1－11 

離愁綴溺懲懇謡 ��翳響二．起因‾嘉三・的舶擬蟻酸田・1－－ノー融　通、融i上田も ������ ����1－－∴十十・－′輔 ��謡 i湊 で、翠 　l ∴「∴ 

轢 ����綴綴 �：「∴∴∴∵∴∵ 　∴ ！ 　＿襲箋 ‾∴ ∴∵∴∴子 

ミ貢“‾i‾‾－‾‾－‾ 闊蘭聞蘭蘭 ��綴綴喜高。㌻ ����� �′ �� ��総翰 ブ ∵∴ 

く梗 　持 主寒、裳 　談義総務離籍 ‾∴÷∴一 、－きミ寒さ一着 選強襲 � �鶉　　　　　　　　　　　麗 �����∴　∴　∴∴ ��∵ 撥綴綴鸞 」へI ∴∴”」 ∵∴「； ∴∴∴： �三㌢÷二三子－i、∴ ∴∴∴一∴∵∴ 綴綴綴綴 �� � �∴∴∴÷：∴∴ ノ惑関頭 �霊雲謹囲認i萱鞘闇 

躍醸i率三二三日単二二 �����薫繋 �秘 ；∴ 渡海－ ��※ �� �1－∴÷∴∴∴∴＿∴∴高 閣 鏡　〇°”9”〇〇〇〇。000日 ��、薄田∴11－ 

（存）山とスキーの庸葎　躍
Drea調ROX

伊勢崎市宮子町1819－1

TEL O270－21－8025

FAX O270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272
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1－－　聞 � �言草 �○ �H一書　寒営　団窒遼薙惑撥蓬畿i撥醜態懸擬態i統一国縫iii詳言畿漆慾i綴 一　　　一　　　　　　1　－　　　－　　　　　　　　　　1、　一　一、1十一　　一一．1－1－111　－－　－　　　　　　　1－一1　－－　1十、十一一1品品11　－　二　　　一．i／1－1－品、－iii．　∴ii…　一、、・言．1－－－1－11．－品一千十二i…1－　子∵∴∵子ii、二・二一．1、－－11十十千∴十十一、．－．1－1、i9－－－．－1、1－∴1－－、1－、－－．一十十十十瞳1、品一・品、i二掴、1－品÷十一il1－、十iii／ノ品．1－1－十十十日、1－…一一　一一＼十一品、告、　一一　十　　・一i111－∴十十一十十二言∴丁．十一一1－←十十十一十十．1－．、1掴i∴享子十十十・一∴－1－il 

8－　回 � �　繁 端 麗 � � 

簿 京 �● 繁‾ �電 蓄 ��登山隊遠征 

●ガモフバッグ、パルスオキシ 　　　讐紫　　竃護叢 

手配から ���一　一　　ン　　、　冗 

∴●隊闇路∴ 

個人 ����：l嘩帝梱包用軍吋∴ 　∴∴∴∴∴∴∴ ：一∴∴∴∴∴∴∴∴一∴∴∴∴ ルパッケージ・ 

ツアー ベてを ”－ゼ ナ ��まで海 お手伝 イスカ ��順行に関するす　　　トレツ駿グ 

lLます　　　　●ネパール、インド、ヨーロッパ・ 

∴アルプスを始め世界吾地での一 

閉園圏圃圏　　／醗　　囲 に三三二∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　一∴∴　　　　∴∵∵∴∴∵÷ 

ミ∴∴∴∴　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　∴∴＿∴　∴∴　∴∴ 

臆書画 �●世 �界争地 ��⊥一∴∴∴∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴∴一言∴　　　∴　∴ の航空券 

88醒 �●ホ �、テル、 ��通機関の手配一 

∴一∴ ‾一決 は ”鎚 �●ビザ取毎† ∴∴∴∴ ∴＼∴∴i∴一 道1－ 楼蘭愚怒琵∴雪濠 饗蜜憲潤 一一間語麗 ら七、 、等さ等4〇 一∴や 饗言、 ���行∴　∴∴　　何でもお気軽にご相談ください ∴∴∴一∴∴∴∴∴ ベつぐ一㌦ 「∴「∴－∴∴∴ 

績1，1二 「ヽ 　　嚢 ▲タ、 蒜籍謹撰藁 ∴∴嚢∴馨∴∴「∴∴三言∴∴∴∴∴∴ 　喜 　～ 　霊蔦生霊鶉鱒 轡懸案醤翠ri．闘閥悶弱闘聞 

事 蜜へ ∴一子 ∴ノ 三幸 

∴∴　雪等「‾一、三i繁華黍薬ふ÷∴∴詩話圏／iiii　　　　‾　　　　∴　　　　　　＿　一　一i 
一叢ニ∴　一　　　一i　一言。1、－　　　ヂ　　喜　一　1－　1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　闇－嬉 

∴li、　∴　　　　　　　　　　－言開∵；子中言一駁∵一1－1‾中一i　　　　　　i　　　　　　i　〉　　i十十圏点高畠葦i 
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　■｝一㌔　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　iii　詰／師．一書 

へ　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　11－．1－1、／看 

‾、。“‾顕一因∴一二＼　■11、－　一一　一、＼国‾田∴一　一　　　二国正　二　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　易　　　　　　　　　　一　‾11－、11予言享聞÷主音 

教 団 

殊 

ヽヽ 　　　　　　　　顎鑑 　　　　　　　　採 蓋　通産日嗣韮彊藍醍亜溺醒語醒醒醒醒聞聞蘭画醒 
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き き 

重合S、 ∴＿－∴∴ �三番聖二一一 �↓一“ ∴† ．ミミべ∵ �醸 � 

◆ 、よ吏－美 �発紫綬 ．染ま法案 、襲霞蔓翼 �緩融藩懇 々 遂茎繋祭器 ≡÷三三「 � ��� �義嚢姿 ． ∴∴－＿ ヒ1し亀、ミミ ��強繋露頭餐謬繋 �� �　⊆ミミ 箋繋 － 一言要一 料jirrT　∵ 霞表滋 子 1 

騒 �� ���忘寒雲聴 　∵∴一∴「 �襲墜麗 �嚢騒麗 �露農繋 蓬選繋 
蓑きき、 繋蔓 � �∵、∴ 綴 黍漆 寒さ努 §響 き ミ」ミ ∴∵ ∴∵ ミミ � �ミ－∴一一∴ 室翼愛器一一 ��一∴∴∴一＿∴∴∴ ÷∵二言∴ ��∴∴∴ ∴‾∴∴ ∴∴一 ∴∴∴∴ � �　∵∴一一：三三三三塁三三釜 　課、ヽ 軸　－亀、一、、－－ 　∴∴∴‾一一 　醸適臨、‾1．－‘‘一i‘…〝 �＿欒発表駿漆※轡 � �ミ寒く ∴ 

一美ミミ � � �� �� � � �懇綴騒綴・綴※－、 �響き寒 

湊薄務法談 ���・、嚢”選畿響、 懇表題騒馨箋 �衰運は違婆渥 ��懸 �嚢選 �一　一年・－il �� � �∴∴　　　∴‾∴∴ � �∴　∴∴∴∴∵　÷三ミベ∴∴∵∵ �・・1－1－1　1 �懸鬱萎遼饗 � 

義選　　、 ���懸発露 �績腰騒懸態擬態饗麗騒擾腰畷 �� ��騒 ��・　　← �� �・さ一一　　‾ �一、－－－、－、、薬、、発発議綴繋蓬強襲畿※ �綴懸綴藤懸綴 � 

騒き選 � � � �∴∴： �蓬猿 �‥－◆－ ：∵∵ ∴∴∴∴ ： 、、＄ －∵「∵ 三三 ∴∴∴－ 、「、∴∴ 一二－i－ �ま繕衆、、 畷発議 ��∴∵ ∴、∴ ∴∵÷ ∴÷∵「∴∴：∴ ∴＿∴∴－∴ ��∴∵∴ 三二∴÷∴ ∵÷「∵ 一一＿＿‾ミミi‾ ∴∴∴∴∵ 選蓑態態室 �－∵ ∵ま－ミ ミさ �ヽ、、†慈 　　∴∴∵ 　　∴：∴∵－∴∵ 　　∴∴∵二一三： �綴綴綴綾織 ∴■∵ 懸綴綴 一一∴∴：∴∴ ：÷ ∴∴∴ ∵こ．．∴∴ �∴∴　∴∴ �－ま青、、 、‾モミ ∴∴∵＼ 畿綴 －㌻∴ ∴∴∴‾ 

懸姦饗撥騒 � �綴懸畷 �懸饗懸懸饗 � �� �懸綴 �三言∴∴÷べ∵∴ �� �� � �一　∴三三三言 �一十一∴∵∴ �十一十∴； �∴∴∴「 

麗、、翼鬱積 　∴÷ ミミミミ・ 緊 ��議題 S �繋讃、 �　　　　　　　　※、駁 　　　淡、 、騒、、、　　　　騨縫製緩緩＿ �∴∵∴∴ 」∵一言 瀦綴慾畿 �∴∵ ∴∴∴ � 

逮 � ��議題饗遙 薄さ �幡豆∴一冊卜〆十一一㌦－1・、－“－’、i、 義認． ���ト尊を」－ 懸発き � �資 ����毅董懸き �手　　　緩饗　－、潔、 　∴　∴言∴　∴訪 �＼ �綴藤懸 誓綴欝 �∴∴ 

閑鞍－＼、 ∴二三「 綴撥 ‾露蟻 �������麗ミ 憲一 選重 奏翼 �蒲i ������萎繋．懇発、撥緩※発慾鶉 　　　　ヽ 繋抑、、一議讃撥 　闇隠顕饗鰹 �繁筋 懸綴 ◆ �辛∴ 闊撥 � 

閣来　　漆姦莱 　　1○○ ，灘録 攫繋露窮響護鷺（′雷享子十一まぺ惑溺 �������湊 �．ト霊 　∴註 　　　　　◆ ��������・一十・i ∴ ヽ∴ ��　　÷ 　〕 、沸 一一・●1、コ ○務！ 倉；儀 　　逐 　： 頚※喜連幸吉、二十一i∴翌．箔麟麟轡 　鍵 

逃 　繁 �������翻麗 �－ 寒 　　　　器’ 　　　‡ 　駕 

尊書音脈　　　　　　　　† ������������������　　馬表音日曜講懸 　醗議題認韻囲圏闘 　緑青jl・ 　●＼〃「●一 　　事▲ 　　ゝ 　ま 磯鶏蟻懸 

幾違葦 † 醒圏霊園醒‾重－ ������� �　　　　　鶉 　　　　　ノミ 聞－墓園　　　　濃 　　　　　さ 　　　　′続　　落姿態怒悪 

，饗轢慾綴緩綴 ��蘭i‾－‾蘭‾蘭踵謙一畿惑 　′◆ ��綴綴綴懸懸 ・轡鑑騒・懸 �鸞慾翳饗蒸器繋謬繋翳、繋醸薄鶏懸弼義認懸 　　÷∴、、∴－ 懸畿懸綬藤懸懸懸擬態＿謎＿一連認諾謡蝶練達姿薫漣連添 ������将博： ーi二一・ �　，触 発滋幾韻鰯 �　　　闇麗騒醜態 　畿滋孫発漆器鶉繋頴．、＿、　懸 言、－∴　」　議、∴ 　　　∴ヽi了 ��　〇一一＼ 懸lJ 十、－顕誤聞 ∴： ��∴撃∴誓三三三三三重宝 

鰯欒関顎－、一・、十一・・闘醗‘一読i‘‾ 　票鷺‾一・ 歴史、信用、技 �����������、けヽを， ヽ、暮 ヽ〇年まぶ事々 石 �1－＿ ◆◆ 肺 �　　汝 、へ，擁誓牽き麟畷綴一枚、＿、さき重曹を 寓屋建設グ） ��レ■フ ��〇 人問と環境を考える。 黄葉 株式会社 

をもって、21世 　　総 ��紀の 合建言 ≡11 革又 

合　寓屋建 
会　長　星　野　　光 

臆本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 

■支店　東京都豊島区東池 �������������袋 �4－2－7　　TEL03－3985－763 ���1　　　FAX03－3982－5964 

章細事 � 

ヽ � � � �葉意義 

群 �′ �馬 �県う � �田市 � �塚 �町1 �088－13　TELO278－ �4－4 �譲 � �FAXO278－23－7960 

有限 �ロン 会ネ � �士 �襲 � �′ � �ヽl �1ヽ � �撥 エ �圭 ヽ ヽ ノ 禾 � �ホロ 油 ��� �安生コン株式会社 
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